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最
新
判
例
批
評

四
八
平
成
一
三
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
選
挙
区
間
の

四
九
債
権
放
棄
議
決
事
件
上
告
審
判
決
（
①
神
戸
市
。
②
大
東
市
。
③
さ
く
ら
市
）

五
○
携
帯
電
話
端
末
を
利
用
す
る
電
気
通
信
役
務
提
供
契
約
に
お
い
て
、
電
気
通
信
事

五
一
一
‐
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
」
と
の
発
明
に
つ
い
て
、
進
歩
性
の
判

五
二
強
盗
殺
人
一
件
、
強
盗
致
死
・
強
盗
致
傷
一
件
等
の
事
案
に
つ
き
、
無
期
懲
役
の

業
者
は
、
予
測
外
の
高
額
な
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
金
の
発
生
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

利
用
者
に
対
し
て
通
知
等
に
よ
り
注
意
喚
起
を
す
る
義
務
を
負
う
と
し
た
事
例

て
い
る
と
さ
れ
た
事
例
（
最
大
判
別
・
加
・
辺
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
吉
川
和
宏
…
Ⅷ

断
に
誤
り
が
あ
る
と
し
て
、
拒
絶
査
定
不
服
審
判
請
求
を
不
成
立
と
し
た
審
決
が

取
り
消
さ
れ
た
事
例
（
知
的
財
産
高
判
型
・
１
・
瓢
）
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
岩
永
利
彦
…
脳

量
刑
が
維
持
さ
れ
た
事
例
（
最
一
決
幻
・
皿
・
迎
：
：
…
…
．
：
…
・
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
本
庄
武
…
胴

（
①
、
②
最
二
判
別
・
４
・
別
、
③
最
二
判
別
・
４
・
空
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
橋
本
博
之
…
蝿

（
京
都
地
判
型
・
１
．
里
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
馬
場
圭
太
…
皿

一
対
五
・
○
○
の
投
票
価
値
の
不
平
等
が
、
違
憲
の
問
題
が
生
じ
る
程
度
に
達
し
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五
一
「
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
製

造
方
法
」
と
の
発
明
に
つ
い
て
、

進
歩
性
の
判
断
に
誤
り
が
あ
る
と

し
て
、
拒
絶
査
定
不
服
審
判
請
求

を
不
成
立
と
し
た
審
決
が
取
り
消

さ
れ
た
事
例

弁
護
士
・
弁
理
士
岩
永
利
彦

愚
澱
臓
雛
揃
、
糊
純
難
聴
篭
二
燕
一
也

【
事
実
】
本
件
は
、
拒
絶
査
定
不
服
審
判
に
つ
い
て
、
特
許

庁
が
下
し
た
請
求
不
成
立
審
決
（
拒
絶
審
決
）
に
対
す
る
審
決

取
消
訴
訟
で
あ
る
。
争
点
は
、
進
歩
性
（
特
許
法
第
二
九
条
二

項
）
の
有
無
で
あ
る
。

原
告
Ｘ
は
、
平
成
二
年
二
月
二
九
日
に
出
願
し
た
特
願

平
二
’
三
三
八
六
五
七
号
の
分
割
出
願
と
し
て
、
平
成
一
八

年
五
月
二
二
日
に
、
発
明
の
名
称
「
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
」

と
す
る
発
明
に
つ
い
て
、
特
許
出
願
し
た
（
特
願
二
○
○
六
’

一
四
○
九
九
五
号
、
以
下
「
本
願
」
と
い
う
。
）
。
本
願
は
、
平

成
二
一
年
一
月
七
日
付
け
で
拒
絶
査
定
が
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、

原
告
は
、
同
年
二
月
一
九
日
、
拒
絶
査
定
に
対
す
る
不
服
審
判

の
請
求
（
不
服
二
○
○
九
’
三
七
三
四
号
）
を
す
る
と
と
も
に
、

同
日
付
け
で
手
続
補
正
を
し
た
（
補
正
後
の
発
明
の
名
称
「
樹

脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
」
）
。
そ
の
後
、
特
許
庁
は

当
該
審
判
事
件
を
審
理
し
、
審
尋
の
上
、
拒
絶
理
由
通
知
（
進

歩
性
な
し
）
を
行
い
、
こ
れ
に
対
し
、
原
告
Ｘ
は
、
平
成
二
三

年
一
月
二
四
日
付
け
で
手
続
補
正
（
以
下
「
本
件
補
正
」
と
い

う
。
）
を
し
た
が
、
特
許
庁
は
、
同
年
二
月
二
八
日
、
「
本
件
審

判
の
請
求
は
、
成
り
立
た
な
い
。
」
と
の
審
決
を
し
（
以
下
「
審

決
」
と
い
う
。
）
、
そ
の
謄
本
は
、
同
年
三
月
一
五
日
、
原
告
Ｘ

に
送
達
さ
れ
た
。
な
お
、
本
件
補
正
後
の
特
許
請
求
の
範
囲

（
請
求
項
の
数
六
）
の
請
求
項
一
の
記
賊
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
（
以
下
、
本
件
補
正
後
の
請
求
項
一
に
係
る
発
明
を
「
本

願
発
明
」
と
い
い
、
本
件
補
正
後
の
明
細
書
を
一
‐
本
願
明
細
書
」

と
い
う
。
）
。

「
【
請
求
項
二

③
上
面
と
、
前
記
上
面
に
設
け
ら
れ
た
複
数
の
半
導
体
チ

ッ
プ
搭
載
領
域
と
、
前
記
上
面
と
は
反
対
側
の
下
面
と
を
有
す

る
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
を
準
備
す
る
工
程
、

⑤
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
を
前
記
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ

搭
載
領
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
搭
載
す
る
工
程
、

③
前
記
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
と
前
記
マ
ト

リ
ク
ス
基
板
に
形
成
さ
れ
た
前
記
複
数
の
第
一
パ
ッ
ド
と
を
、

複
数
の
ワ
イ
ヤ
で
接
続
す
る
工
程
、

⑥
前
記
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
お
よ
び
前
記
複
数
の
ワ
イ

ヤ
を
樹
脂
で
封
止
す
る
工
程
、

㈲
前
記
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
の
う
ち
の
互
い
に
隣
り
合

う
領
域
に
お
け
る
前
記
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
お
よ
び
前
記
樹
脂
を

切
断
し
、
複
数
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
を
取
得
す
る
工
程
、

を
含
み
、

取
得
さ
れ
た
前
記
複
数
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
そ
れ

ぞ
れ
は
、
分
割
さ
れ
た
前
記
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
の
前
記
下
面
に
、

複
数
の
第
二
パ
ッ
ド
と
、
複
数
の
配
線
と
、
ア
ド
レ
ス
情
報
パ

タ
ー
ン
と
を
有
し
、

分
割
さ
れ
た
前
記
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
の
前
記
上
面
は
、
前
記

樹
脂
で
覆
わ
れ
て
お
り
、

前
記
複
数
の
配
線
は
、
前
記
複
数
の
第
二
パ
ッ
ド
の
そ
れ
ぞ

れ
と
一
体
に
形
成
さ
れ
、

前
記
ア
ド
レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
は
、
前
記
複
数
の
第
二
パ
ッ

ド
お
よ
び
前
記
複
数
の
配
線
を
除
く
領
域
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、

前
記
ア
ド
レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
は
、
前
記
⑥
工
程
に
先
立
ち
、

形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装

置
の
製
造
方
法
。
」

審
決
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
願
発
明
は
、
特

開
平
二
’
七
四
二
九
六
号
公
報
（
以
下
「
引
用
文
献
」
と
い

い
、
引
用
文
献
に
記
戦
さ
れ
た
発
明
を
「
引
用
発
明
」
と
い

う
。
）
及
び
、
特
開
平
七
’
三
三
五
五
一
○
号
公
報
（
以
下
「
周

知
例
こ
と
い
う
。
）
、
特
開
平
五
’
三
二
二
七
号
公
報
（
以
下

「
周
知
例
二
」
と
い
う
。
）
、
特
開
平
五
’
二
一
八
六
○
○
号
公

報
（
以
下
「
周
知
例
三
」
と
い
う
。
）
、
特
開
平
二
’
二
○
四

七
二
○
号
公
報
（
以
下
「
周
知
例
四
」
と
い
う
。
）
に
記
戦
さ
れ

た
よ
う
な
周
知
技
術
に
基
づ
い
て
、
当
業
者
が
容
易
に
発
明
す

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
許
法
二
九
条
二
項
に

よ
り
特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
審
決
の
認
定
し
た
引
用
発
明
と
の
一
致
点
・
相
違
点

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
一
致
点

「
③
上
面
と
、
前
記
上
面
に
設
け
ら
れ
た
複
数
の
半
導
体
チ

ッ
プ
搭
載
領
域
と
、
前
記
上
面
と
は
反
対
側
の
下
面
と
を
有
す

る
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
を
準
備
す
る
工
程
、

⑤
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
を
前
記
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ

搭
戦
領
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
搭
載
す
る
工
程
、

⑤
前
記
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
と
前
記
マ
ト

リ
ク
ス
基
板
に
形
成
さ
れ
た
前
記
複
数
の
第
一
パ
ッ
ド
と
を
、

複
数
の
ワ
イ
ヤ
で
接
続
す
る
工
程
、

⑥
前
記
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
お
よ
び
前
記
複
数
の
ワ
イ

ヤ
を
樹
脂
で
封
止
す
る
工
程
、

㈲
前
記
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
の
う
ち
の
互
い
に
隣
り
合

う
領
域
に
お
け
る
前
記
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
お
よ
び
前
記
樹
脂
を

切
断
し
、
複
数
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
を
取
得
す
る
工
程
、

を
含
み
、

取
得
さ
れ
た
前
記
複
数
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
そ
れ

ぞ
れ
は
、
分
割
さ
れ
た
前
記
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
の
前
記
下
面
に
、

複
数
の
第
二
パ
ッ
ド
を
有
し
、

分
割
さ
れ
た
前
記
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
の
前
記
上
面
は
、
前
記

樹
脂
で
覆
わ
れ
て
い
る
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
霞
の
製
造
方

法
。
」

・
相
違
点

①
相
違
点
一

本
願
発
明
で
は
、
分
割
さ
れ
た
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
の
下
面
に
、

複
数
の
配
線
を
有
し
、
前
記
複
数
の
配
線
は
、
前
記
複
数
の
第

二
パ
ッ
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
と
一
体
に
形
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

引
用
発
明
で
は
、
本
願
発
明
の
「
第
二
パ
ッ
ド
」
に
相
当
す
る

「
接
続
領
域
１
０
４
」
は
有
し
て
い
る
も
の
の
、
複
数
の
配
線

を
有
し
、
前
記
複
数
の
配
線
は
、
前
記
複
数
の
第
二
パ
ッ
ド
の

そ
れ
ぞ
れ
と
一
体
に
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

不
明
な
点
。

②
相
違
点
二

本
願
発
明
で
は
、
分
割
さ
れ
た
前
記
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
の
前

記
下
面
に
、
ア
ド
レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
と
を
有
し
、
前
記
ア
ド

レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
は
、
前
記
複
数
の
第
二
パ
ッ
ド
お
よ
び
前

七 一七へも勺皇むき.●具了一℃・-凸
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耐
理
昌
請
求
認
容
（
確
定
）

相
違
点
二
に
係
る
構
成
の
容
易
想
到
性
に
つ
い
て
の
判
断

判
旨
①

裁
判
所
は
、
本
願
発
明
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
認
定
し

た
。
「
本
願
発
明
は
、
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
及
び
複
数
の
ワ
イ

ヤ
の
ほ
か
、
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
の
う
ち
の
互
い
に
隣
り
合
う

領
域
に
お
け
る
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
上
も
樹
脂
で
一
括
し
て
封
止
し

た
上
で
、
上
記
マ
ト
リ
ク
ス
基
板
及
び
樹
脂
を
切
断
す
る
こ
と
に

よ
り
、
複
数
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
を
製
造
す
る
、
樹
脂
封

止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
に
関
す
る
発
明
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
上
記
本
願
明
細
書
の
発
明
の
詳
細
な
説
明
に
よ
れ
ば
、

本
願
発
明
は
、
個
々
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
が
元
の
配
線
基

板
の
ど
の
位
置
に
あ
っ
た
か
を
配
線
基
板
の
分
割
後
に
お
い
て
も

容
易
に
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
、
も
っ
て
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
起

因
す
る
製
品
の
不
良
解
析
や
不
良
発
生
箇
所
の
特
定
を
迅
速
に
行

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
解
決
課
題
と
し
、
マ
ト
リ
ク
ス
基
盤
１

Ｂ
の
上
面
に
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
胆
を
搭
載
す
る
工
程
に
先
立

ち
、
マ
ト
リ
ク
ス
基
盤
１
Ｂ
の
下
面
の
パ
ッ
ド
４
及
び
配
線
５
を

除
く
領
域
に
、
ア
ド
レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
８
を
形
成
す
る
と
の
構

成
、
す
な
わ
ち
相
違
点
二
に
係
る
構
成
を
備
え
る
も
の
で
あ
る
。

上
記
構
成
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
本
願
発
明
は
、
ア
ド
レ
ス
情

報
パ
タ
ー
ン
８
を
カ
メ
ラ
、
顕
微
鏡
あ
る
い
は
目
視
に
よ
っ
て
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
完
成
品
と
な
っ
た
個
々
の
樹
脂
封
止
型
半

導
体
装
置
が
元
の
配
線
基
板
の
ど
の
位
置
に
あ
っ
た
か
を
配
線
基

記
複
数
の
配
線
を
除
く
領
域
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
前
記
ア
ド

レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
は
、
前
記
⑪
工
程
に
先
立
ち
、
形
成
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
引
用
発
明
で
は
、
こ
の
よ
う
な
構
成
は
備

え
て
い
な
い
点
。

こ
れ
に
対
し
て
原
告
Ｘ
は
、
周
知
技
術
の
認
定
に
誤
り
が
あ

る
と
の
主
張
、
及
び
容
易
想
到
性
判
断
に
誤
り
が
あ
る
と
の
主

張
に
よ
り
、
審
決
取
消
訴
訟
を
提
起
し
た
。

板
の
分
割
後
に
お
い
て
も
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、

依
頼
メ
ー
カ
の
標
準
仕
様
（
既
存
）
の
金
型
を
使
用
す
る
場
合
に

も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
コ

ス
ト
を
低
減
で
き
る
と
の
効
果
を
奏
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

そ
の
上
で
、
相
違
点
二
に
関
し
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
引
用
発
明
は
、
本
願
発
明
の
解
決
課
題
（
個
々
の
樹
脂
封
止

型
半
導
体
装
置
が
元
の
配
線
基
板
の
ど
の
位
置
に
あ
っ
た
か
を
配

線
基
板
の
分
割
後
に
お
い
て
も
容
易
に
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
、

も
っ
て
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
起
因
す
る
製
品
の
不
良
解
析
や
不
良

発
生
箇
所
の
特
定
を
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
解
決
課
題
）
及

び
課
題
解
決
手
段
（
マ
ト
リ
ク
ス
基
盤
の
上
面
に
複
数
の
半
導
体

チ
ッ
プ
を
搭
載
す
る
工
程
に
先
立
ち
、
マ
ト
リ
ク
ス
基
盤
の
下
面

の
パ
ッ
ド
及
び
配
線
を
除
く
領
域
に
、
ア
ド
レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン

を
形
成
す
る
と
の
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
は
、
何
ら

示
唆
及
び
開
示
が
な
い
。

ま
た
、
周
知
例
一
な
い
し
三
に
も
、
本
願
発
明
の
相
違
点
二
に

係
る
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
る
解
決
課
題
及
び
解
決
手
段
に

つ
い
て
は
、
何
ら
の
記
載
も
示
唆
も
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
、
周
知
例
一
な
い
し
三
に
は
、
配
線
基
板
上
に
マ
ト
リ
ク
ス
状

に
搭
載
し
た
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
を
一
括
し
て
樹
脂
封
止
し
た

後
、
こ
の
配
線
基
板
を
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
数
の
樹
脂
封

止
型
半
導
体
装
置
を
製
造
す
る
、
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
製

造
方
法
に
お
い
て
、
配
線
基
板
の
上
面
に
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ

を
搭
載
す
る
工
程
や
、
こ
れ
を
樹
脂
封
止
す
る
工
程
に
先
立
ち
、

上
記
配
線
基
板
の
下
面
の
パ
ッ
ド
及
び
配
線
を
除
く
領
域
に
ア
ド

レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
を
形
成
す
る
と
の
構
成
（
相
違
点
二
に
係
る

構
成
）
や
、
か
か
る
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
記
ア
ド

レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
を
カ
メ
ラ
、
顕
微
鏡
、
目
視
等
で
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
、
個
々
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
が
元
の
配
線
基

板
の
ど
の
位
置
に
あ
っ
た
か
を
配
線
基
板
の
分
割
後
に
お
い
て
も

容
易
に
識
別
で
き
る
こ
と
、
依
頼
メ
ー
カ
の
標
準
仕
様
（
既
存
）

の
金
型
を
使
用
す
る
場
合
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
樹
脂
封

止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
コ
ス
ト
を
低
減
で
き
る
こ
と
と
い
う
本

願
発
明
の
解
決
課
題
及
び
そ
の
解
決
手
段
に
つ
い
て
、
記
載
及
び

示
唆
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
引
用
発
明
に
周
知
例
一
な
い
し
三

に
記
載
さ
れ
た
技
術
事
項
を
適
用
し
て
、
相
違
点
二
に
係
る
構
成

に
容
易
に
想
到
で
き
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

判
旨
側

裁
判
所
は
、
被
告
（
特
許
庁
）
の
「
製
造
工
程
に
お
い
て
素
材

あ
る
い
は
製
品
を
分
割
し
て
、
個
々
の
製
品
を
製
造
す
る
場
合

に
、
分
割
前
の
素
材
に
、
素
材
の
機
能
に
影
響
を
与
え
な
い
箇
所

に
記
号
等
を
表
示
し
て
お
き
、
製
品
と
な
っ
た
後
に
、
そ
の
記
号

等
を
利
用
し
て
分
割
前
の
場
所
に
起
因
す
る
不
良
解
析
を
行
う
」

こ
と
に
つ
い
て
、
周
知
の
技
術
で
あ
り
、
当
業
者
が
決
定
す
る
設

計
的
事
項
で
あ
る
旨
の
主
張
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
述
べ
、

こ
れ
を
排
斥
し
た
。

「
当
該
発
明
が
、
発
明
の
進
歩
性
を
有
し
な
い
こ
と
（
す
な
わ

ち
、
容
易
に
発
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
）
を
立
証
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
公
平
か
つ
客
観
的
な
立
証
を
担
保
す
る
観
点
か

ら
、
次
の
よ
う
な
論
証
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
発
明

と
、
こ
れ
に
最
も
近
似
す
る
公
知
発
明
（
主
引
用
発
明
）
と
を
対

比
し
た
上
、
当
該
発
明
の
引
用
発
明
と
の
相
違
点
に
係
る
技
術
的

構
成
を
確
定
さ
せ
、
次
い
で
、
主
た
る
引
用
発
明
か
ら
出
発
し

て
、
こ
れ
に
他
の
公
知
技
術
（
副
引
用
発
明
）
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
発
明
の
相
違
点
に
係
る
技
術
的
構
成
に
至

る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と
の
立
証
を
尽
く
し
た
と
い
え
る
か
否
か

に
よ
っ
て
、
判
断
を
す
る
こ
と
が
実
務
上
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
に
、
主
引
用
発
明
及
び
副
引
用
発
明
の
技
術
内
容

は
、
引
用
文
献
の
記
載
を
基
礎
と
し
て
、
客
観
的
か
つ
具
体
的
に

認
定
・
確
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
引
用
文
献
に
記
載
さ
れ
た

技
術
内
容
を
抽
象
化
し
た
り
、
一
般
化
し
た
り
、
上
位
概
念
化
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
窓
意
的
な
判
断
を
容
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
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た
め
、
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
評
価
は
、
当

該
発
明
の
容
易
想
到
性
の
有
無
を
判
断
す
る
最
終
過
程
に
お
い

て
、
総
合
的
な
価
値
判
断
を
す
る
際
に
、
は
じ
め
て
許
容
さ
れ
る

余
地
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
業
者
の
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
に
つ
い
て

も
、
主
張
、
立
証
を
す
る
こ
と
な
く
当
然
の
前
提
と
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
裁
判
手
続
（
審
査
、
審
判
手
続
も
含
む
。
）
に
お
い

て
、
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
判
断
の
基
礎
と
さ
れ

る
。
他
方
、
当
業
者
の
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
は
、
必
ず
し

も
、
常
に
特
定
の
引
用
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
、
立
証
に
困
難
を
伴
う
場
合
は
、
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

当
業
者
の
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
の
主
張
、
立
証
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
よ
う
な
困
難
な
実
情
が
存
在
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、

①
当
業
者
の
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
の
認
定
、
確
定
に
当
た

っ
て
、
特
定
の
引
用
文
献
の
具
体
的
な
記
載
か
ら
離
れ
て
、
抽
象

化
、
一
般
化
な
い
し
上
位
概
念
化
を
す
る
こ
と
が
、
当
然
に
許
容

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
②
特
定
の
公
知
文
献
に
記
賊
さ

れ
て
い
る
公
知
技
術
に
つ
い
て
、
主
張
、
立
証
を
尽
く
す
こ
と
な

く
、
当
業
者
の
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
で
あ
る
か
の
よ
う
に

扱
う
こ
と
が
、
当
然
に
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、

③
主
引
用
発
明
に
副
引
用
発
明
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
当
該
発
明
の
相
違
点
に
係
る
技
術
的
構
成
に
到
達
す
る
こ
と

が
容
易
で
あ
る
か
否
と
い
う
上
記
の
判
断
構
造
を
省
略
し
て
、
容

易
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
、
当
然
に
許
容
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

上
記
観
点
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
被
告
の
主
張
は
、
次
の
理
由
か

ら
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
な
わ
ち
、
前
記
の
と
お
り
、
引
用
発
明
は
、
そ
の
解
決
課
題

を
「
基
板
と
、
集
積
回
路
を
形
成
し
、
該
基
板
の
一
つ
の
領
域
に

取
り
付
け
ら
れ
る
チ
ッ
プ
と
、
該
チ
ッ
プ
を
該
基
板
の
一
つ
の
面

に
位
置
す
る
外
部
電
気
接
続
領
域
に
接
続
す
る
電
気
接
続
手
段

と
、
封
止
容
器
と
、
を
そ
れ
ぞ
れ
に
含
む
複
数
の
半
導
体
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
製
作
の
効
率
化
」
と
す
る
発
明
に
す
ぎ
ず
、
引
用
発
明
に

は
、
配
線
基
板
上
に
マ
ト
リ
ク
ス
状
に
搭
載
し
た
複
数
の
半
導
体

チ
ッ
プ
を
一
括
し
て
樹
脂
封
止
し
た
後
、
こ
の
配
線
基
板
を
分
割

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
数
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
を
製
造
す

る
、
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
に
お
い
て
、
配
線
基

板
の
上
面
に
複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
を
搭
載
す
る
工
程
を
前
提
と

し
て
、
こ
れ
を
樹
脂
封
止
す
る
工
程
に
先
立
っ
て
、
上
記
配
線
基

板
の
下
面
の
パ
ッ
ド
及
び
配
線
を
除
く
領
域
に
ア
ド
レ
ス
情
報
パ

タ
ー
ン
を
形
成
す
る
と
の
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
記

ア
ド
レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
を
カ
メ
ラ
、
顕
微
鏡
、
目
視
等
で
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
、
個
々
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
が
元
の
配

線
基
板
の
ど
の
位
置
に
あ
っ
た
か
を
配
線
基
板
の
分
割
後
に
お
い

て
も
容
易
に
識
別
で
き
る
こ
と
、
依
頼
メ
ー
カ
の
標
準
仕
様
（
既

存
）
の
金
型
を
使
用
す
る
場
合
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
い
う
本
願
発
明
の
解
決
課
題
及
び
そ
の
解
決
手

段
に
つ
い
て
の
開
示
な
い
し
示
唆
は
、
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
被
告
の
主
張
に
係
る
「
製
造
工
程
に
お
い
て
素
材
あ
る
い
は

製
品
を
分
割
し
て
、
個
々
の
製
品
を
製
造
す
る
場
合
に
、
分
割
前

の
素
材
に
、
素
材
の
機
能
に
影
響
を
与
え
な
い
箇
所
に
記
号
等
を

表
示
し
て
お
き
、
製
品
と
な
っ
た
後
に
、
そ
の
記
号
等
を
利
用
し

て
分
割
前
の
場
所
に
起
因
す
る
不
良
解
析
を
行
う
」
と
の
技
術

が
、
周
知
技
術
又
は
当
業
者
の
技
術
常
識
で
あ
る
か
否
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
引
用
発
明
を
起
点
と
し
て
、
周
知
技
術
を
適
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
本
願
発
明
に
至
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と
は
い
え
な

い
。

の
み
な
ら
ず
、
被
告
の
主
張
に
係
る
「
製
造
工
程
に
お
い
て
素

材
あ
る
い
は
製
品
を
分
割
し
て
、
個
々
の
製
品
を
製
造
す
る
場
合

に
、
分
割
前
の
素
材
に
、
素
材
の
機
能
に
影
響
を
与
え
な
い
箇
所

に
記
号
等
を
表
示
し
て
お
き
、
製
品
と
な
っ
た
後
に
、
そ
の
記
号

【
評
釈
】
一
は
じ
め
に

（
１
）

進
歩
性
（
特
許
法
第
二
九
条
二
項
）
は
、
特
許
実
務
に
お
い
て

最
重
要
の
課
題
で
あ
る
。
特
許
性
を
判
断
す
る
審
査
・
審
判
段
階

は
言
う
に
及
ば
ず
、
権
利
行
使
の
段
階
に
お
い
て
も
所
謂
無
効
の

抗
弁
、
そ
れ
に
伴
い
提
起
さ
れ
る
無
効
審
判
と
そ
れ
に
関
す
る
審

決
取
消
訴
訟
と
、
進
歩
性
が
問
題
と
な
る
場
面
は
非
常
に
多
い
。

そ
し
て
、
こ
の
進
歩
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
本
件
の
判
旨
②
で

も
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
一
定
の
定
式
化
が

（
２
）
（
３
）
（
４
）

図
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
定
式
化
自
体
に
は
そ
れ
ほ
ど
異
論
が
な
い

と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
定
式
化
さ
れ
た
進
歩
性
の
判
断
に
お
い
て
、

本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
周
知
例
の
提
示
な
い
し
当
該

周
知
例
に
よ
る
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
が
、
実
務
上
よ

（
５
）

く
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
技
術
常
識
な
い
し
周

知
技
術
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
点
の
大
き
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
何
が
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技

術
」
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
（
問
題
点
一
）
。
次
に
問

題
と
な
る
の
は
、
上
記
進
歩
性
の
判
断
に
お
い
て
、
「
技
術
常
識

等
を
利
用
し
て
分
割
前
の
場
所
に
起
因
す
る
不
良
解
析
を
行
う
」

と
の
技
術
が
、
周
知
例
一
な
い
し
三
の
具
体
的
な
記
載
内
容
を
超

え
て
、
技
術
内
容
を
抽
象
化
な
い
し
上
位
概
念
化
す
る
こ
と
な

く
、
当
然
に
周
知
技
術
又
は
当
業
者
の
技
術
常
識
で
あ
る
と
認
定

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
周
知
例
一
な
い
し
三
に
は
、

本
願
発
明
の
相
違
点
二
に
係
る
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
る
解

決
課
題
及
び
解
決
手
段
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
の
記
載
も
示
唆
も

な
い
。そ

う
で
あ
る
以
上
、
引
用
発
明
を
起
点
と
し
て
、
周
知
技
術
を

適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
願
発
明
に
至
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る

と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

一一＝~ー一一七茸、－－鮎■-面
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な
い
し
盾
虹
技
術
」
が
ど
う
用
い
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ

る
（
問
題
点
二
）
。

以
下
、
詳
述
す
る
。

二
問
題
点
一
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
と
は
何
か
、
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
こ
で
、
技
術
常
識
と
は
、
当
業
者
に
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い

る
技
術
（
周
知
技
術
、
慣
用
技
術
を
含
む
）
又
は
経
験
則
か
ら
明

ら
か
な
事
項
を
い
い
、
周
知
技
術
と
は
、
そ
の
技
術
分
野
に
お
い

て
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
技
術
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
こ
れ
に

関
し
、
相
当
多
数
の
公
知
文
献
が
存
在
し
、
又
は
業
界
に
知
れ
わ

た
り
、
あ
る
い
は
、
例
示
す
る
必
要
が
な
い
程
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
技
術
を
蛎
才

す
な
わ
ち
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
と
い
う
の
は
、

例
え
ば
、
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
の
所
謂
前
工
程
技
術
の
当
業

者
で
あ
れ
ば
、
真
空
装
置
を
パ
ー
ジ
す
る
際
に
は
窒
素
で
行
う
程

度
の
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
の
所
謂
後
工

程
技
術
の
当
業
者
で
あ
れ
ば
、
封
止
に
使
用
さ
れ
る
樹
脂
の
材
料

は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
観
念
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
（
唾
蛎
織
翻

嘩
）
。
と
す
れ
ば
、
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
極
め
て
共
通
化
さ
れ
た

認
識
に
基
づ
く
技
術
の
故
、
入
門
者
を
対
象
と
す
る
文
献
に
す
ら

記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
の
判
旨
②
で
述
べ
る
よ
う
な
立
証
の

困
難
さ
も
あ
り
え
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

た
だ
、
一
般
的
に
は
そ
う
だ
と
し
て
も
、
或
る
特
定
の
技
術
を

「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
だ
と
す
る
相
手
方
当
事
者
（
特

に
特
許
庁
）
の
主
張
に
、
一
方
当
事
者
が
納
得
で
き
な
い
場
合
も

考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
審
判
等
の
段
階
で
は
新
た
な
引
用

例
（
引
用
発
明
）
の
追
加
等
に
は
、
拒
絶
理
由
通
知
が
必
要
で
あ

り
（
噸
霜
華
舞
五
）
、
ま
た
審
決
取
消
訴
訟
に
お
い
て
も
、
新
た
な

引
用
例
（
引
用
発
明
）
の
追
加
が
許
さ
れ
な
い
等
、
極
め
て
制
限

的
で
あ
る
の
に
飾
畦
、
他
方
、
周
知
例
（
技
術
常
識
な
い
し
周
知

技
術
）
で
あ
れ
ば
、
審
判
等
の
段
階
に
お
い
て
も
、
審
決
取
消
訴

（
８
）

訟
の
段
階
に
お
い
て
も
、
そ
の
追
加
等
が
許
容
さ
れ
る
等
、
非
常

に
緩
や
か
で
あ
る
等
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
何
が
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
で
あ

る
か
は
当
事
者
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
関
心
事
と
な
る
わ
け
で

あ
る
。と

こ
ろ
で
、
具
体
的
に
何
が
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」

で
あ
る
か
は
、
上
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
に
沿
っ
て
証
拠
（
周
知

例
）
に
よ
り
認
定
し
て
い
く
他
な
い
の
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き

点
が
一
つ
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
の
認
定
に
際
し
て

は
、
「
技
術
」
の
範
囲
を
定
め
る
の
が
必
須
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
技
術
常
識
で
あ
っ
て
も
、
周
知
技
術
で
あ
っ
て
も
、
ど

の
よ
う
な
技
術
分
野
に
お
け
る
技
術
常
識
で
あ
り
、
又
は
ど
の
よ

う
な
技
術
分
野
に
お
け
る
周
知
技
術
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
上
記
の
定
義
か
ら
し
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
例
え
ば
、
同
じ
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
に
関
わ
る
技
術
で

も
、
上
記
の
前
工
程
の
技
術
と
後
工
程
の
技
術
で
は
、
基
礎
と
な

る
の
が
一
方
は
電
気
化
学
な
ど
で
あ
り
、
他
方
は
有
機
化
学
な
ど

で
あ
る
た
め
、
一
方
の
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
が
、
他

方
で
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
れ
故
、

「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
の
認
定
に
際
し
て
は
、
認
定
さ

れ
る
対
象
で
あ
る
「
技
術
」
の
範
囲
を
正
確
に
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
審
理
の
対
象
と
な
る
本
願
発
明
が
、
非
常
に
広

範
囲
の
技
術
分
野
に
跨
る
発
明
の
場
合
（
郡
球
津
釜
畔
癖
雌
潅
麺
趣
蝿

部
場
）
、
そ
の
広
範
囲
な
技
術
分
野
で
の
「
技
術
常
識
な
い
し
周

知
技
術
」
も
、
こ
れ
ま
た
非
常
に
広
範
囲
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、

上
位
概
念
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
（
”
雑
“
し
砕
蝉
林
轄
鍛
馳

睡
叫
壷
争
を
）
、
こ
れ
も
許
容
さ
れ
よ
う
。

他
方
、
逆
に
、
本
願
発
明
が
狭
い
範
囲
の
技
術
分
野
の
発
明
の

場
合
（
噸
黙
翌
羅
恕
螺
蕊
蕊
獣
）
、
そ
の
狭
い
技
術

分
野
の
範
囲
で
の
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
に
つ
い
て

も
、
や
は
り
狭
い
も
の
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
（
銅
睡
蝿
潅
癖
偲

蒲
廻
評
に
）
・

そ
う
す
る
と
、
こ
の
後
者
の
よ
う
な
場
合
、
上
位
概
念
的
な

「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
な
ど
は
、
認
定
で
き
ず
、
か
つ

認
定
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
そ
の
発
明

の
属
す
る
技
術
の
分
野
」
を
超
え
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

三
問
題
点
二
に
つ
い
て

次
に
、
問
題
と
な
る
の
が
、
仮
に
或
る
証
拠
（
周
知
例
）
等
か

ら
或
る
特
定
の
技
術
を
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
と
認
定

で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
は
、

進
歩
性
の
判
断
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
の
か
と
い
う

取
り
扱
い
の
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周

知
技
術
」
は
、
特
許
法
の
明
文
上
に
は
現
れ
ず
、
「
技
術
常
識
な

い
し
周
知
技
術
」
が
進
歩
性
の
判
断
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
か
一
見
不
明
確
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
上
記
文
献
（
注
３
）
に
「
技
術
常
識
を

参
酌
す
る
こ
と
に
よ
り
導
き
出
せ
る
事
項
も
引
用
発
明
の
認
定
の

基
礎
と
で
き
る
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
用
発
明
の
外
延
の
明

確
化
の
役
割
な
ど
が
一
応
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
が
、
進
歩

性
判
断
中
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
上
記
以
上
に

明
確
な
記
載
が
同
文
献
や
特
許
庁
の
審
査
基
準
に
存
在
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」

の
、
進
歩
性
の
判
断
で
の
取
り
扱
い
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
。

仮
に
、
本
願
発
明
を
Ａ
と
し
て
、
引
用
発
明
を
配
と
し
て
み
る

（
癖
峠
娃
噸
蝉
か
郵
矧
調
琵
）
。
そ
し
て
、
本
願
発
明
と
引
用
発
明
の

相
違
点
を
α
と
し
て
お
く
。
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こ
の
と
き
、
実
務
上
、
相
違
点
α
を
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技

術
」
で
補
い
、
Ａ
＋
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
に
よ
っ
て
、

Ａ
に
進
歩
性
が
な
い
と
の
判
断
（
毒
絶
霊
紬
霊
麺
ぞ
唖
峰
査
）
が
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
（
癖
峠
錘
睡
麺
嘩
ち
嘩
翻
趣
藤
里
醒
錨
竜
参
蝿
塘
）
・

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
進
歩
性
判
断
が
さ
れ
る
場
合
、
当
該

「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
が
結
局
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ

た
の
か
、
明
確
に
示
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
、
上
記
の

と
お
り
の
引
用
発
明
の
外
延
の
明
確
化
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
当

業
者
の
技
術
水
準
を
認
定
し
た
の
か
、
否
、
単
に
副
引
用
発
明
に

準
じ
て
用
い
ら
れ
た
だ
け
な
の
か
等
全
く
不
明
確
な
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
判
断
が
さ
れ
た
場
合
、
出
願
人
な

い
し
特
許
権
者
の
防
御
は
困
難
と
な
っ
て
し
ま
う
。
と
い
う
の

は
、
例
え
ば
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
は
、
あ
く
ま
で

も
副
引
用
発
明
で
は
な
い
た
め
、
主
引
用
発
明
と
副
引
用
発
明
に

基
い
て
容
易
に
発
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
な
い
、
と
い

う
趣
旨
の
反
論
は
で
き
な
い
と
も
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

結
局
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
が
、
進
歩
性
の
判
断

中
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
か
明
確
で
な
く
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
趣
旨
で
用
い
た
か
等
を
示
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
い
た
め
、
「
技

術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
に
よ
り
相
違
点
α
を
補
っ
て
の
進
歩

性
な
し
と
い
う
上
記
判
断
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
反
論
す
べ
き
か

（
９
）
（
Ⅲ
》

非
常
に
難
し
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
当
該
「
技
術
常
識

な
い
し
周
知
技
術
」
な
い
し
そ
の
元
と
な
る
周
知
例
を
提
示
す
る

者
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
提
示
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
趣
旨
で
用
い
た
の
か
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

仮
に
そ
の
よ
う
な
明
示
が
な
け
れ
ば
、
特
許
法
二
九
条
一
項
各
号

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
周
知
例
は
副
引
例
と
し

て
、
当
該
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
は
副
引
用
発
明
と
し

て
、
取
り
扱
う
外
あ
る
ま
い
。

四
問
題
点
の
解
決
指
針

以
上
の
と
お
り
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
に
つ
い
て

は
、
何
が
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
な
の
か
明
確
で
な

く
、
ま
た
進
歩
性
の
判
断
上
そ
の
取
り
扱
い
さ
え
も
明
確
で
な
い

の
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」

は
、
上
記
の
と
お
り
、
実
務
上
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る

に
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
は
、
進
歩
性
が
な
い
と
主

張
し
た
い
側
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
使
い
勝
手
が
良
い
も
の
で
あ

り
、
他
方
、
進
歩
性
が
あ
る
と
主
張
し
た
い
側
か
ら
す
る
と
、
極

め
て
扱
い
づ
ら
い
も
の
と
言
え
る
。

勿
論
、
上
記
の
例
で
い
う
相
違
点
α
が
真
に
「
技
術
常
識
な
い

し
周
知
技
術
」
の
み
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
発
明
に
進
歩

性
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
発
明
に
特
許
を

与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
進
歩
性
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る

シ
っ
。

で
は
、
か
か
る
議
論
を
踏
ま
え
、
進
歩
性
判
断
で
の
「
技
術
常

識
な
い
し
周
知
技
術
」
の
取
り
扱
い
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
か
。

ま
ず
、
上
記
の
よ
う
な
観
点
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
と
、
或
る

特
定
の
技
術
が
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
か
ど
う
か
争
い

の
あ
る
場
合
は
、
そ
の
或
る
特
定
の
技
術
が
「
技
術
常
識
な
い
し

周
知
技
術
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
場
合
に
利
益
の
存
す
る
者
に
、

少
な
く
と
も
事
実
上
の
主
張
立
証
責
任
を
課
す
こ
と
が
望
ま
し
い

も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
者
に
、
「
技
術
常
識

な
い
し
周
知
技
術
」
と
し
て
認
定
し
て
も
ら
い
た
い
或
る
特
定
の

技
術
に
つ
い
て
の
証
拠
等
を
提
出
さ
せ
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周

知
技
術
」
と
し
て
認
定
可
能
か
ど
う
か
主
張
立
証
責
任
を
尽
く
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
は
、
上
記
の
と
お
り
、
認

定
さ
れ
る
「
技
術
」
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。

次
に
、
そ
の
結
果
、
或
る
特
定
の
技
術
が
「
技
術
常
識
な
い
し

周
知
技
術
」
と
し
て
認
定
で
き
る
場
合
で
も
、
そ
の
認
定
し
た

｜
‐
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
の
進
歩
性
判
断
中
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
そ
の
或
る
特
定
の
技
術
と
引
用
発
明
と
に
基
い
て

「
容
易
に
発
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
か
ど
う
か
の
主
張
立
証

責
任
を
、
上
記
の
者
に
負
わ
せ
た
上
で
、
分
析
的
に
検
討
す
る
と

の
取
り
扱
い
に
す
べ
き
で
あ
る
。

他
方
、
そ
の
或
る
特
定
の
技
術
が
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技

術
」
と
し
て
認
定
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
「
技
術
常
識
な
い
し
周

知
技
術
」
の
記
載
が
あ
る
と
し
て
提
出
さ
れ
た
証
拠
の
進
歩
性
判

断
中
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の
証
拠
の
記
載
内
容
と
引
用

発
明
と
に
基
い
て
「
容
易
に
発
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
か
ど

う
か
の
主
張
立
証
責
任
を
、
や
は
り
上
記
の
者
に
負
わ
せ
た
上

で
、
分
析
的
に
検
討
す
る
と
の
取
り
扱
い
に
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
が
定
着
す
れ
ば
、
当
事
者
の
攻
撃
防
御

の
対
象
が
明
確
に
な
り
、
さ
ら
に
、
安
易
な
認
定
も
謙
抑
的
に
な

る
結
果
、
本
来
進
歩
性
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
特
許
さ
れ
な
い

発
明
の
出
現
を
防
止
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
他
方
、
相
違
点
を

「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
で
補
っ
て
の
進
歩
性
な
し
と
す

る
判
断
に
当
事
者
が
納
得
で
き
る
こ
と
も
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

五
本
件
の
分
析
と
判
決
の
評
価

⑩
問
題
点
一
に
つ
い
て

本
件
で
の
本
願
発
明
は
、
半
導
体
チ
ッ
プ
を
樹
脂
封
止
す
る
際

に
、
ま
ず
個
々
の
半
導
体
チ
ッ
プ
を
大
き
な
配
線
基
板
に
載
せ
、

そ
の
後
配
線
し
、
配
線
基
板
の
上
面
を
一
括
し
て
樹
脂
で
封
止

し
、
そ
の
後
、
樹
脂
ご
と
配
線
基
板
を
切
断
し
、
結
果
、
個
々
の

樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
を
得
る
と
い
う
技
術
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
引
用
文
献
に
は
、
こ
こ
ま
で
の
技
術
の
記
載
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
（
引
用
発
明
）
。

他
方
、
引
用
発
明
と
本
願
発
明
と
の
違
い
は
、
相
違
点
一
及
び

相
違
点
二
の
二
点
あ
っ
た
も
の
の
、
重
要
な
の
は
相
違
点
こ
の
方

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
相
違
点
二
は
、
予
め
配
線
基
板
の
下

面
に
ア
ド
レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

【

、ぐ_~一割カー一一
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る
（
鯉
噸
壁
酢
砺
趨
吐
諏
率
麺
唖
錘
灘
唾
）
。
そ
の
結
果
、
封
止
後
の
ア

ド
レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
を
カ
メ
ラ
等
で
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、

個
々
の
樹
脂
封
止
型
半
導
体
チ
ッ
プ
が
元
の
配
線
基
板
の
ど
の
位

置
に
あ
っ
た
か
を
爾
後
で
も
容
易
に
識
別
で
き
、
更
に
既
存
の
金

型
も
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
製
造
コ
ス
ト
を
低
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
周
知
例
一
は
、
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
方

法
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
保
護
膜
等
に
チ
ッ
プ
ナ
ン
バ
ー
を
付

け
る
旨
等
の
記
載
は
あ
る
。
し
か
し
、
周
知
例
一
は
、
樹
脂
一
括

封
止
の
技
術
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

周
知
例
二
は
、
Ｔ
Ａ
Ｂ
用
テ
ー
プ
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
方
法

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
樹
脂
テ
ー
プ
に
貼
り
付
け
た
銅
箔
に
、

テ
ー
プ
の
製
造
番
号
で
あ
る
連
番
の
数
字
を
形
成
す
る
旨
等
の
記

載
は
あ
る
。
し
か
し
、
Ｔ
Ａ
Ｂ
の
技
術
は
、
そ
も
そ
も
樹
脂
封
止

済
み
の
半
導
体
装
置
を
液
晶
パ
ネ
ル
の
外
枠
等
に
実
装
す
る
際
に

用
い
ら
れ
る
技
術
で
あ
り
、
半
導
体
装
置
の
樹
脂
封
止
技
術
と
は

あ
ま
り
に
か
け
離
れ
て
い
る
。

更
に
、
周
知
例
三
は
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板
を
製
造
す
る
方
法
に

関
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
プ
リ
ン
ト
配
線
板
の
上
記
基
板
上
で
の

配
置
位
置
を
示
す
ア
ド
レ
ス
記
号
を
、
各
プ
リ
ン
ト
配
線
板
上
に

形
成
さ
れ
た
導
体
パ
タ
ー
ン
の
な
い
位
置
に
、
銅
箔
に
よ
り
形
成

す
る
旨
等
の
記
載
は
あ
る
。
し
か
し
、
周
知
例
三
は
、
プ
リ
ン
ト

配
線
板
に
関
す
る
技
術
で
あ
っ
て
、
も
は
や
半
導
体
装
置
と
何
ら

の
関
係
も
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
（
特
許
庁
）
は
、
審
決
に
お
い
て
、
上

記
周
知
例
一
～
三
か
ら
「
製
造
工
程
に
お
い
て
素
材
あ
る
い
は
製

品
を
分
割
し
て
、
個
々
の
製
品
を
製
造
す
る
場
合
に
、
分
割
前
の

素
材
に
、
素
材
の
機
能
に
影
響
を
与
え
な
い
箇
所
に
記
号
等
を
表

示
し
て
お
き
、
製
品
と
な
っ
た
後
に
、
そ
の
記
号
等
を
利
用
し
て

分
割
前
の
場
所
に
起
因
す
る
不
良
解
析
を
行
う
」
こ
と
念
謬
噸

杖
婚
）
が
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
と
し
て
、
導
け
る
と

判
断
し
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
願
発
明
の
技
術
は
、
樹
脂
一
括
封
止
に
よ
る
樹
脂

封
止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
に
関
す
る
技
術
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
謂
わ
ぱ
狭
い
範
囲
の
技
術
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
場
合
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
と
認
定
さ
れ
る
技

術
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
半
導
体
装
置
の
樹
脂
封
止
技
術
の

範
囲
の
技
術
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
被
告
（
特
許
庁
）
の
提
出
し
た
周
知
例
に
関
す
る

証
拠
の
う
ち
、
こ
の
技
術
に
関
す
る
証
拠
は
、
上
記
の
と
お
り
、

周
知
例
一
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
周
知
例
二
も
周
知
例
三

も
、
あ
る
べ
き
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
を
認
定
す
る
証

拠
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
本
願
発
明
の
技
術
は
、
上
記
の
と
お
り
、
狭
い
範
囲
の

技
術
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
被
告
（
特
許
庁
）

が
審
決
で
認
定
し
た
よ
う
な
上
位
概
念
的
な
「
技
術
常
識
な
い
し

周
知
技
術
」
は
妥
当
で
な
い
。
本
来
、
導
く
べ
き
「
技
術
常
識
な

い
し
周
知
技
術
」
は
、
樹
脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
「
製
造
工
程

に
お
い
て
素
材
あ
る
い
は
製
品
を
分
割
し
て
、
個
々
の
製
品
を
製

造
す
る
場
合
に
、
分
割
前
の
素
材
に
、
素
材
の
機
能
に
影
響
を
与

え
な
い
箇
所
に
記
号
等
を
表
示
し
て
お
き
、
製
品
と
な
っ
た
後
に
、

そ
の
記
号
等
を
利
用
し
て
分
割
前
の
場
所
に
起
因
す
る
不
良
解
析

を
行
う
」
こ
と
（
焔
稜
硫
誕
叶
圭
趣
賦
壷
誕
叶
馳
砂
批
で
睦
麺
磁
術
Ｃ
）
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
被
告
（
特
許
庁
）
が
、
上
記
周
知
例
一
～
三

か
ら
或
る
特
定
の
技
術
（
技
術
Ｂ
）
を
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知

技
術
」
だ
と
認
定
し
た
の
は
誤
り
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
す
れ
ば
、
本
件
の
判
決
中
、
「
①
当
業
者
の
技
術
常
識
な
い

し
周
知
技
術
の
認
定
、
確
定
に
当
た
っ
て
、
特
定
の
引
用
文
献
の

具
体
的
な
記
載
か
ら
離
れ
て
、
抽
象
化
、
一
般
化
な
い
し
上
位
概

念
化
を
す
る
こ
と
が
、
当
然
に
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
、
②
特
定
の
公
知
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
公
知
技
術
に
つ
い

て
、
主
張
、
立
証
を
尽
く
す
こ
と
な
く
、
当
業
者
の
技
術
常
識
な

い
し
周
知
技
術
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
が
、
当
然
に
許
容

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
」
と
判
示
し
た
の
は
、
極
め
て
妥
当
で

あ
る
。「

技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
の
認
定
に
際
し
て
は
、
そ
う

認
定
し
て
も
ら
い
た
い
者
が
、
本
願
発
明
の
技
術
分
野
の
範
囲
を

正
確
に
設
定
し
た
上
で
、
そ
の
技
術
分
野
の
範
囲
に
あ
る
周
知
例

を
証
拠
と
し
て
提
出
等
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
だ
か
ら
で
あ

る
。

②
問
題
点
二
に
つ
い
て

被
告
（
特
許
庁
）
は
、
本
願
発
明
に
つ
い
て
、
引
用
発
明
と
本

来
認
定
で
き
な
い
技
術
Ｂ
に
基
い
て
、
容
易
に
発
明
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
た
。

し
か
し
、
上
記
の
と
お
り
、
引
用
文
献
記
載
の
技
術
（
引
用
発

明
）
は
、
本
願
発
明
の
前
提
と
な
る
、
樹
脂
一
括
封
止
に
よ
る
樹

脂
封
止
型
半
導
体
装
置
の
製
造
方
法
に
関
す
る
技
術
だ
け
で
あ

る
。
引
用
文
献
に
は
、
そ
れ
以
上
の
、
予
め
配
線
基
板
の
下
面
に

ア
ド
レ
ス
情
報
パ
タ
ー
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
本
願
発
明

の
課
題
解
決
手
段
な
ど
に
つ
い
て
の
記
載
も
示
唆
も
な
い
の
で
あ

る
。

他
方
、
技
術
Ｂ
は
、
上
位
概
念
的
で
抽
象
的
な
技
術
で
あ
り
、

動
機
付
け
と
な
り
う
る
も
の
等
が
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
結

局
、
引
用
発
明
と
の
組
み
合
わ
せ
等
に
よ
り
容
易
に
発
明
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
言
う
に
は
乏
し
い
と
の
結
論
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
（
牡
噸
”
を
鐸
勤
厨
舞
癖
元
浴
確
唾
磁
鏑
元
極
唖
嬢
睡
睡
錘
麺
毎
）
・

と
す
れ
ば
、
判
決
中
、
「
③
主
引
用
発
明
に
副
引
用
発
明
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
発
明
の
相
違
点
に
係
る
技
術

的
構
成
に
到
達
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
か
否
と
い
う
上
記
の
判

断
構
造
を
省
略
し
て
、
容
易
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
、

当
然
に
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
判
示
し
た
の
も
、
こ
れ

ま
た
極
め
て
妥
当
で
あ
る
。
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進
歩
性
判
断
に
お
い
て
動
機
付
け
と
な
り
う
る
事
項
等
を
証
拠

ま
で
明
示
し
た
上
で
の
論
理
付
け
等
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
相
手
方

の
防
御
権
を
著
し
く
害
す
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
判
旨
仙
の
と
お
り
、
引
用
発
明
と
本
来
認
定
で
き
な
い

技
術
Ｂ
の
元
と
な
っ
た
周
知
例
一
～
三
の
記
載
の
技
術
に
基
い
て

容
易
に
発
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
上
記
の
と
お
り
の

引
用
文
献
の
記
載
及
び
周
知
例
一
～
三
の
記
載
か
ら
す
る
と
当
然

で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
判
旨
仙
の
部
分
を
先
に
示
し
た
の
は
、
条
文
上

の
原
則
論
（
諾
識
唾
電
塞
唖
銅
帝
）
を
敢
え
て
先
に
示
す
こ
と
で
被
告

（
特
許
庁
）
に
対
す
る
強
い
戒
め
の
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

六
お
わ
り
に

以
上
の
と
お
り
、
本
件
は
、
進
歩
性
判
断
に
お
け
る
、
周
知
例

に
よ
る
「
技
術
常
識
な
い
し
周
知
技
術
」
の
認
定
な
い
し
そ
の
後

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
条
文
に
沿
っ
て
極
め
て
分
析
的
に
示
し

た
も
の
で
、
周
知
例
の
安
易
な
提
示
と
、
「
技
術
常
識
な
い
し
周

知
技
術
」
に
よ
る
安
易
な
進
歩
性
判
断
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
も
の

（
Ⅲ
）
（
肥
）

と
言
え
る
。

な
お
、
実
質
論
と
し
て
、
本
願
発
明
に
進
歩
性
が
あ
り
、
特
許

性
が
認
め
ら
れ
る
と
第
三
者
に
不
測
の
不
利
益
を
与
え
、
特
許
法

の
趣
旨
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
を
示
す
向
き
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
上
記
の
と
お
り
、
本
願
発
明
の
技
術
は
相
対
的
に

狭
い
範
囲
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
技
術
的
範
囲
も
狭
い
も
の

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
論
と
し
て
も
、
第

三
者
に
不
測
の
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

（
１
）
特
許
法
二
九
条
二
項
は
、
「
特
許
出
願
前
に
そ
の
発
明
の

属
す
る
技
術
の
分
野
に
お
け
る
通
常
の
知
識
を
有
す
る
者
が

前
項
各
号
に
掲
げ
る
発
明
に
基
い
て
容
易
に
発
明
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
き
は
、
そ
の
発
明
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と

し
て
、
進
歩
性
の
な
い
発
明
が
特
許
要
件
に
欠
け
る
旨
を
規

定
す
る
。

（
２
）
特
許
庁
審
判
部
『
判
決
か
ら
み
た
進
歩
性
の
判
断
ｌ
審

判
に
お
け
る
留
意
点
と
事
例
分
析
ｌ
」
（
発
明
協
会
）
三
頁

（
３
）
特
許
庁
審
判
部
「
平
成
一
八
年
度
進
歩
性
検
討
会
報
告

書
』
一
二
二
頁

（
４
）
大
野
聖
二
「
進
歩
性
の
判
断
基
準
』
（
「
特
許
判
例
百
選

第
四
版
」
有
斐
閣
三
四
頁
）

（
５
）
渡
部
温
『
平
成
ｎ
年
言
渡
し
審
決
取
消
訴
訟
判
決
に
見

る
進
歩
性
判
断
（
機
械
分
野
を
主
と
し
て
二
（
「
パ
テ
ン
ト
」

六
三
巻
六
号
二
七
頁
）

「
平
成
二
一
年
に
言
渡
し
の
あ
っ
た
特
許
関
係
の
審
決
取

消
訴
訟
判
決
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
発
明
の
進
歩
性
（
非
容
易

性
）
が
問
わ
れ
た
機
械
分
野
の
ケ
ー
ス
六
五
件
」
の
う
ち
、

周
知
技
術
等
が
論
点
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
件
存
在
す
る
。

（
６
）
特
許
庁
「
特
許
庁
審
査
基
準
新
規
性
・
進
歩
性
」
三

頁
（
７
）
最
高
裁
大
法
廷
昭
和
五
一
年
三
月
一
○
日
判
決
（
民
集

三
○
巻
二
号
七
九
頁
）
は
、
「
審
決
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て

は
、
抗
告
審
判
の
手
続
に
お
い
て
審
理
判
断
さ
れ
な
か
っ
た

公
知
事
実
と
の
対
比
に
お
け
る
無
効
原
因
は
、
審
決
を
違
法

と
し
、
又
は
こ
れ
を
適
法
と
す
る
理
由
と
し
て
主
張
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
判
示

す
る
。

（
８
）
最
高
裁
昭
和
五
五
年
一
月
二
四
日
判
決
（
民
集
三
四
巻

一
号
八
○
頁
）
は
、
「
審
判
の
手
続
に
お
い
て
審
理
判
断
さ
れ

て
い
た
刊
行
物
記
載
の
考
案
と
の
対
比
に
お
け
る
無
効
原
因

の
存
否
を
認
定
し
て
審
決
の
適
法
、
違
法
を
判
断
す
る
に
あ

た
り
、
審
判
の
手
続
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
に

基
づ
き
右
考
案
の
属
す
る
技
術
の
分
野
に
お
け
る
通
常
の
知

識
を
有
す
る
者
…
…
の
実
用
新
案
登
録
出
願
当
時
に
お
け
る

技
術
常
識
を
認
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
考
案
の
も
つ
意
義

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
無
効
原
因
の
存
否
を
認
定
し
た
と
し

て
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
審
判
の
手
続
に
お
い
て
審
理
判
断
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
刊
行
物
記
載
の
考
案
と
の
対
比
に
お
け
る

無
効
原
因
の
存
否
を
認
定
し
て
審
決
の
適
法
、
違
法
を
判
断

し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
判
示
す
る
。

た
だ
し
、
民
訴
法
一
五
七
条
一
項
の
制
限
は
あ
る
。

（
９
）
尾
崎
雄
三
「
進
歩
性
判
断
に
お
け
る
周
知
技
術
」
（
「
パ

テ
ン
ト
」
六
三
巻
六
号
四
七
頁
）

（
皿
）
塚
原
朋
一
一
．
特
許
の
進
歩
性
判
断
の
構
造
に
つ
い
て
」

（
「
知
的
財
産
法
の
新
し
い
流
れ
」
青
林
書
院
四
一
七
頁
）

（
ｕ
）
原
田
智
雄
「
進
歩
性
判
断
に
お
け
る
周
知
技
術
の
認
定
」

（
「
知
財
管
理
」
六
二
巻
一
二
号
一
七
一
三
頁
）

（
皿
）
無
効
審
判
に
関
す
る
審
決
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
知
財
高
裁
平
成
二
三
年
二
月
八
日
判
決
（
平
成
二
二
年

両
ツ
ー
○
○
五
六
号
）
が
あ
る
。

こ
の
判
決
は
、
「
④
の
周
知
技
術
の
認
定
で
審
決
が
説
示
す

る
「
液
体
イ
ン
ク
収
納
容
器
か
ら
の
色
情
報
」
が
単
に
液
体

イ
ン
ク
収
納
容
器
の
イ
ン
ク
色
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
さ
え

す
れ
ば
よ
い
と
す
る
と
、
前
記
周
知
技
術
は
、
液
体
イ
ン
ク

収
納
容
器
と
記
録
装
置
側
と
が
発
光
部
と
受
光
部
と
の
間
の

光
に
よ
る
情
報
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
当
該
液
体
イ
ン
ク
収

納
容
器
の
イ
ン
ク
色
に
関
す
る
情
報
を
記
録
装
霞
側
が
取
得

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
一

般
的
抽
象
的
な
周
知
技
術
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
相
違
点

に
関
す
る
容
易
想
到
性
判
断
に
至
っ
た
の
は
、
本
件
発
明
三

の
技
術
的
課
題
と
動
機
付
け
、
そ
し
て
引
用
発
明
と
の
間
の

相
違
点
一
な
い
し
三
で
表
さ
れ
る
本
件
発
明
三
の
構
成
の
特

徴
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
な
く
、
甲
第
三
号
証
等
に
記
載
さ

れ
た
事
項
を
過
度
に
抽
象
化
し
た
事
項
を
引
用
発
明
に
適
用

し
て
具
体
的
な
本
件
発
明
三
の
構
成
に
想
到
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
て
相
当
で
な
い
。
そ
の
余
の
自
明
課
題
、
設
計

事
項
及
び
周
知
技
術
に
し
て
も
、
甲
第
三
号
証
等
に
お
け
る

抽
象
的
技
術
事
項
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
同
様
の
理
由
で

引
用
発
明
と
の
相
違
点
に
お
け
る
本
件
発
明
三
の
構
成
に
至

る
こ
と
を
理
由
付
け
る
根
拠
と
す
る
に
は
不
足
と
い
う
ほ
か

な
い
。
」
と
判
示
し
て
、
本
件
と
同
様
に
、
過
度
に
抽
象
化
・

一
般
化
さ
れ
た
周
知
技
術
等
に
よ
る
進
歩
性
判
断
を
戒
め
て

い
つ
つ
。


